ご挨拶

　日本国際観光学会、第１１回全国大会が、杏林大学八王子キャンパスにおいて開催される。開催を引き受けていただいた鳥尾克二実行委員長をはじめ杏林大学の関係各位に感謝したい。

　観光は、観光旅行であり観光事業であった。観光が観光交流であるとの視点は、当然のことでありながら、むしろ問題の外に置かれてきた。観光対象としての地域の文化や自然や生活は、一方的に観光消費の対象であった。観光者や事業者とともに地域の生活者が観光交流の担い手として観光の舞台に上がったのは、わが国の観光政策においても、ごく最近のことである。
　いま、多くの都市や農村が、「地域振興は観光振興から」の視点から、観光交流の舞台となるべく、模索を開始した。そうした実践に対して、これを鼓舞し刺激しつつ理論的な支えを提案することに、今大会での発表や議論がわずかでも貢献できれは、学会としてこれに勝る喜びはない。
　会員各位の参加はもとより、観光交流や交流文化の問題に関心をもたれる方々の積極的な参加を期待したい。
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